2009/12/14　柏木　茂

各部分の水路について

· カソード端板およびビーム出口側の水路を矩形とした。水路数は前回同様４本とし、サイズは25mm x 10mm、水路間隔は8mm。

· 空洞胴体部のB水路を8水路から9水路へ1本増やした。

· ビーム出口側端板の水路数を2本に変更。サイズは25mm x 12mm、水路間隔は10mm。

· 熱伝達係数は、以下の各表のとおり。（順番に注意）
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· カソード側水路（A）

・熱量は3.25ｋWとした。（13％）
	カソード側水路
	dw=10,sp=10,
L=20 (4水路)半円形状
	dw=10,sp=8, 

L=20矩形 (4水路)

	断面積[mm^2]
	239
	250

	断面周長[mm]
	65.7
	70

	相当直径[mm]
	14.57
	14

	熱伝達係数(h)[W/(m^2K)]
	9055
	9090

	全水路長(L)[m]
	1.759
	1.684

	全水路内表面積（S）[m^2]
	0.116
	0.118

	h x S
	1047
	1071

	冷却水温度上昇[℃]
	0.818
	0.783

	空洞温度上昇（P/ｈS）[℃]
	3.105
	3.033


· ビーム出口側水路（D）
· ビーム出口側での端板での消費電力は、熱量は2.75ｋW（11％）であるが、そのうちの20％の熱をB9水路でとってくれると仮定した場合の温度上昇。　

· 全体の熱量2.2ｋWとした。
	
	dw=12,sp=10, L=25 (2水路)

内面加工なし

	断面積[mm^2]
	300

	断面周長[mm]
	74

	相当直径[mm]
	16.22

	熱伝達係数(h)[W/(m^2K)]
	8862

	全水路長(L)[m]
	0.905

	全水路内表面積（S）[m^2]
	0.067

	h x S
	593.3

	冷却水温度上昇[℃]
	0.442

	空洞温度上昇（P/ｈS）[℃]
	3.708




　
· 空洞胴体部分（フルセル・ハーフセル）

· 熱量は10.5ｋWとした。（42％）+ビーム出口側から0.55ｋWを加えて計算。

· 全電力損失11.05ｋW
	空洞導体部分
	dw=10,sp=10, L=20 (9水路)

内面加工なし

	断面積[mm^2]
	189.3

	断面周長[mm]
	56

	相当直径[mm]
	14

	熱伝達係数(h)[W/(m^2K)]
	9181

	全水路長(L)[m]
	0.675　ｘ　9

	全水路内表面積（S）[m^2]
	0.037 x 9

	h x S
	593.3

	冷却水温度上昇[℃]
	0.781

	空洞温度上昇（P/ｈS）[℃]
	3.61


· ディスク部分

· 水色で示したものが水路内に加工を施さない場合。

· 加工無しの場合と1mmの矩形段差を付けた場合、30°のV字段差を1mm間隔で付けた場合の比較。

· 熱量は5.75ｋWとした。（約23％）

	ディスク部分
	水路内段差加工　なし
	水路内段差加工　1mm矩形段差
	水路内段差加工　30°V字加工

	断面積[mm^2]
	839.25
	839.3
	881.1

	断面周長[mm]
	185.7
	346
	425.1

	熱伝達係数(h)[W/(m^2K)]
	8672
	9818
	10130

	全水路内表面積（S）[m^2]
	0.079
	0.147
	～0.181

	冷却水温度上昇[℃]
	0.825
	0.825
	0.786

	空洞温度上昇（P/ｈS）[℃]
	8.356
	3.932
	3.053


